
































































































































































































年度 牛馬車（千台） 荷車（千台） 普通トラック（台）小型トラック（台）
大正 9（1920） ― ― 644 ―
大正12 352 2,185 3,058 ―
　　13 361 2,179 5,778 ―
　　14 372 2,187 7,884 ―
大正15（1926） 380 2,149 10,832 ―
昭和 2 394 2,143 14,467 ―
　　 3 401 2,116 20,252 ―
　　 4 395 2,057 25,698 ―
　　 5（1930） 408 1,808 30,881 2,513
　　 6 392 1,753 34,837 5,260
　　 7 391 1,691 35,939 9,074
　　 8 400 1,628 38,199 12,055
　 　 9 401 1,566 42,059 24,995
　　10 413 1,569 46,918 31,863
　　11 413 1,565 51,338 44,163
　　12 418 1,519 52,995 56,006
　　13 423 1,422 55,063 63,179
　　14 ― ― 54,461 67,208
　　15（1940） ― ― 60,517 67,444
　　16 ― ― 54,263 65,670
　　17 ― ― 56,319 64,929
　　18 ― ― 58,864 61,819
　　19 ― ― 55,506 57,272













































































































































































































































































































































































































































































































































事業者数 普通車数 小型車数 計 事業者当り台数
第一次統合前
（S14.6.301現在）
26,548 44,454 12,055 56,509 1.6
第二次統合後
（S17.12.30現在）
3,321 48,683 14,055 62,738 16.7
第二次統合完了後
（S20.1.30現在）
340 46,140 12,475 58,615 147.9
（出所）志鎌一之『自動車交通政策の変遷』135頁。

























































































































































































































年 4 月 9 日付。
（86）　『日本交通事業史（下）』1046頁。
（87）　志鎌　前掲書　141～142頁。
（88）　同上　154頁。
（89）　『日ト協二十年史』　37～38頁。
（90）　志鎌　前掲書　174～175頁。
